
FAX ０７５－８１２－３５５５  

第 2 回 国際京都学研究会及び懇親会の御案内  

 

拝啓 梅雨の候 益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

2026 年度 第 2回研究会は、猪木武徳先生をお迎えして、京都府下 宮津藩

出身の儒学者・経世家「海保青陵」についてお話して頂くことにしました。そ

の後、引き続き懇親会を予定しております。ご参加下さいますようご案内申し

上げます。                           敬具  

記 

日   時   2026 年６月２５日（木）午後６時～８時 50 分 

開催場所  からすま京都ホテル  
京都市下京区四条烏丸下ル西側（Tel 075-371-0111）               

研究懇親会 

１部 研究会（6:00～7:20） 
演    題  「海保青陵『稽古談』の新しさについて」 
内 容 

 

 
 

講  師   猪 木 武 徳 様（国際日本文化研究ｾﾝﾀｰ元所長 大阪大学名誉教授） 

２部 懇親会（7:30～8:50） 

参 加 費  １００００円（飲食費他） 

※お願い  準備の都合上、６月２２日(月)までに FAX 等でお申し込み下さい。 

国際京都学協会事務局    〒604-8383 京都市中京区西ノ京小堀町 2-53 
TEL 075-813-1003  FAX 075-812-3555 

 
                       

 

 参 加 申 込 書 

（  ）１部 研究会のみ参加します  
（会 員 ・ 非会員） 

 お 名 前   電話  FAX  

ご 住 所 

（連絡先） 

〒        

ご同伴者名 
 

 

切り離しは不要です。このまま送信して下さい 

諸藩の財政立て直しや産業政策への提言をはじめ、経営コンサルタントの

仕事をした儒学者・経世家の海保青陵（1755-1817）は、京都府下 丹後宮

津藩の家老の家に生まれたが、20 代半ばで脱藩し遊歴の旅を続け、その後

京都の押小路冨小路の私塾での教育や執筆を行った。青陵『稽古談』を紹

介し、彼の辛口の武士批判や人事政策について私見を述べたい。 

（お願い） 
Fax は裏表をまちがいなく

送信して下さい。 


